枕山と如亭 -放浪詩人の系譜- by 池澤 一郎
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本稿では近世後期の漢詩人柏木如亭
（一七六三～一八一九）
と大
沼枕山
（一八一八～一八九一）
とを、その作品から窺われる境遇や
作風、詩論などから対比する。幕末維新期に漢詩壇の頂点と目された枕山と文化文政期に江湖詩社の一人として江戸 を領導した如亭とはともに地方を旅行しつつ、講義と詩の添削指導、揮毫などによって詩人としての生活を続けた時期を有する。両者を対照することで、その連続性と差異と 浮かび上がらせたい
一、放浪詩人枕山
　
幕末の漢詩人大沼枕山
（一八一八～一八九一）
の版本漢詩集『枕
山詩鈔』
（以下同書の引用は一九八五年汲古書院刊『詩集
　
日本漢詩
17』
所収影印本に拠る）
巻上には、 「客中雜感」と題する次のような七
律がある。
虛壁疎燈一㸃𢕄
　
虚壁疎燈
  一点微なり
天涯游子思依依
　
天涯の游子
  思ひ依依たり
旅愁難共雨聲絶
　
旅愁は雨声と共に絶え難く
郷夢只同春色歸
　
郷夢は只だ春色 同
とも
に帰る
人到支離慙舊識
　
人は支離に到りて旧識に慙ぢ
酒因沈湎悔前非
　
酒は沈湎に因
よ
りて前非を悔ゆ
南州四月猶披絮
　
南州四月猶ほ絮を披
き
腸断無家寄暑衣
　
腸は断ゆ家の暑衣を寄
よ
する無きに
　
版本 『枕山詩鈔』 は年代順に詩が配列されており、 右の詩は 「庚
子」とあるから、天保十一年
（一八四〇）
の作に係る。時に枕山
二十三歳、相変わらず、房総半島や北関東地方の富農の間を渉り歩いて、経書史書の講義、詩文の添削指導や自作の揮毫といったことで口に糊する生活が続いていた。二年前の天保九年に第一詩集『房山集』を刊行し、先輩詩人たちの賞賛を博して、江戸の詩壇には華々し 出発を飾っていたが 房総半島の海駅諸村にまではその名声は届いていなかったのであろう。 めに生活不如意の屈託 枕山にとってはいっそ骨がらみといっ 感があったとおぼ
　
枕山と如亭
──
  放浪詩人の系譜
  ──
池
　
澤
　
一
　
郎
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しい。　
本詩「客中雜感」の一首前には、版本では「獨夜書懐」という
五律が置かれている。その詩の頸聯は「客游仍
な
ほ海駅、帰夢忽ち
江城」とあり、 「江城」とは江戸を、 「海駅」とは枕山が旅を続けていた房総半島の宿場町を意味していた。 従って本詩 「客中雜感」の第一句は、房総半島の粗末な宿屋で見ている行灯の明かりを描写しているものと解せる。第二句の「天涯游子」と 枕山の自称であり、 「依依」 して胸にわだかまる「思ひ」は、第三句で「旅愁」と言い換えられている。わだかまって散じがたい「旅愁」は、いつのまにか上がった雨音 は事変わり、連綿と打ち続くものと詠じる。春暮れて春景色がいずくにか去って行くように、故郷を思う気持ちは夢 なって江戸の風景を現じるというのが第四句であり、前詩の 「帰夢忽江城」 と重複する心境を別の表現に改めた。頸聯の「人は支離に到りて旧識に慙ぢ、酒は沈湎に因 て前非を悔ゆ」は「依依」た 思ひ」 、すなわち「旅愁」をやや具体的に表現したもので、おそらくは財布も底を突き、蓬髪蓄髯の貧相な旅中の自己の姿を江戸の旧知に 見られたくな と 気持ちと、そうした屈託をはらすために用いる酒がついつ 度を過ごして、醜態をさらすことしばしばであることを悔 るという内容である。前半の「人は支離に到 て旧識に慙づ」は、一年前の天保十年の詠草で「久しく顔面の郷友に向かう無し
（ 「歳晩書懐四首」
其の二）
と表現された心境を繰り返したものであろう。酒の上で
の醜態の格好の事例としては、本詩 二首前の 「遺金歎 があ 。「覚えず嚢中の物、一擲して路傍に棄てしを」という一聯がある
ように、泥酔の果てに懐中の金銭をすべて落してしまったことを詠じる長編の五言古詩である。本詩「客中雜感」の第六句で悔いている「前非」というのは、そうした失態なのである。尾聯は第五句の「支離」の具体的事例を 第四句の「郷夢」と打っ 一丸としたも で、房総半島の四月は十分に暑い に、冬着を送くれる故郷の人すらいない 詠じる。版本で前後に配列されている詩を併せ読むと当時の放浪詩人大沼枕山の姿が髣髴として来て、私小説を読むか 如き感興を覚えさせると同時に、二組の対句は勿論のこと、律詩 して 全体の構成は極めて緊密である。かてて加えて故郷に帰るに帰れない漂泊 詩人とし の胸 屈託を繊細に詠じ あます所がない。　
天保九年
（一八三八）
刊行の枕山の処女詩集『房山集』
（以下同
書の引用は国立国会図書館鶚軒文庫所蔵本 拠る）
は二十歳までの詩
を編集して収めたものだが、既に枕山の房総半島放浪は十代後半に始まっており、漂泊の詩人としての自画像は枚挙に遑がない。「題画」と題する七絶は次の通り。
百計求安未得安
　
百計
  安きを求むるも未だ安きを得ず
東奔西走歳将闌
　
東奔西走
  歳将
まさ
に闌
つ
きんとす
可憐水石幽棲地
　
憐れむ可し
  水石幽棲の地
只向人家障上看
　
只だ人家障上に向
を
いて看る
　
承句に旅から旅へと忙殺される自画像が活写されるが、起句の
「安きを求むるも未だ安きを得ず」という句と転句の「水石幽棲の地」を「憐れ」んでいることからして、枕山とし は、放浪をいつまでも続けるのは不本意であり、房総の富農の家の床 間に
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掛けられていた山水画の中の隠宅のような場所に早く安住したいとの思いがあったのである。　『房山集』には右に見た天保十一年の「客中雜感」と内容的に重なる放浪詩人の悲哀を詠じた天保丁酉八年 連作「客中雜咏四首」が見えるが、版本『枕山詩鈔』には採録されていない。其の一は、
雨窗燈火恨依依
　
雨窓の燈火
  恨み依依たり
行李蕭條奈式微
　
行李蕭條
  式微を奈
いか
んせん
覯憫既多還受侮
　
憫あはれ
みに覯
あ
ふこと既に多く還
ま
た侮りを受く
迷塗未遠已知非
　
迷塗
  未だ遠からざるに
  已に非を知る
風中世事時時變
　
風中の世事
  時時に変じ
夢裏家山夜夜歸
　
夢裏の家山
  夜夜に帰る
頼有濁醪能暖熱
　
頼さいは
いに濁醪の能く暖熱する有れば
天涯何復歎無衣
　
天涯
  何ぞ復
ま
た衣無きを歎ぜんや
　
連作の右の一首などは同じ七律であって、修辞上、構成上、庚
子の七律「客中雜感」に極めて類似する。版本『枕山詩鈔』に天保十一年作の が採用されれば、こちらは落されざるを得なかったのであろう。構成上ではうらぶれた旅宿で燈火を見つめるところから謳い出され、不如意な現状を叙して 望郷の念を募らせ、 酒に憂さをはらそ としつつ、 衣料の不便を喞って
（反
語表現で酒さえあれば衣料の不備は問題でないと詠じてはいる）
結ばれ
ている点が庚子の「客中雜感」に重なるわけである。修辞上で纏綿たる旅情を「依依」とする点、故郷江戸には「夢」で帰るとする点などが重なる。勿論、細部に於いては差異も存する。丁酉
の詠では衣料が無いことを嘆くのに、庚子では夏の単衣がないことを喞つ。また丁酉の詠では「行李蕭條」として旅に携える荷物がほ んどないことを詠じているが、庚子ではそのこと 触れない。　
ここで用いられる「行李蕭條」という表現は「行李蕭然」に同
じで、宋代以降の中国詩歌に用例が検出しうる。例えば南宋 劉克荘の「真仁の大畫堂に題す」 は「行李蕭然な も、詩の嚢に満つる有り」とあり、南宋 陸游の「城南道中感有り」に「行李蕭然たり一束の書、城南の触目更に予を愁へしむ」とあ 金の趙秉文は「宋飛卿を送る二首」其 二 右の陸游の詩句に拠って「関山に牢落す
　
三年の夢、行李蕭條たり一束の書」と詠じてい
る。近世期通行のものでは『錦繍段』戴復古「山行」に「行李蕭然還た俗ならず」という句が見え なお枕山がこの句の下三字に点じた「式微を奈んせん」という表現は どうしようもない零落のさまをいうが、 『詩經』
邶
風「式微」の表現を取ったもの。
続く第三句は枕山が旅先で受け 「腐れ儒者」 「貧乏詩人」 「乞食坊主」といった貧ゆえ、若輩ゆえに蒙った直接間接 罵倒などを想像させる句だが、これもまた『詩經』邶風「柏舟」の 憫みに覯ふこと既に多く、侮りを受くること少からず」をほぼそ まま取ったもの。　
丁酉でも庚子でも酒が詠じられているのだが、前者では衣料の
不備という不如意を忘れ ためのものとしての機能が叙せら ているのに対して、庚子では更なる後悔の種 深酒 詠じれて て、自己省察の深化が看取される。
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　『房山集』所載の連作「客中雜咏四首」第二首でも先に見た「題画」と同じく「東奔西走」の詩人としての放浪生活が詠じられている。
少小辭家事遠行
　
少小にして家を辞して
  遠行を事
こと
とし
西征纔了又東征
　
西征
  纔わづか
かに了
おは
れば又た東征
貧來夔府竛丁句
　
貧来夔府竛丁の句
夢裡揚州薄倖名
　
夢裡揚州薄倖の名
霜白村橋人有跡
　
霜は村橋に白くして人跡
あと
有り
月寒山驢馬無聲
　
月は山驢に寒くして馬声
こえ
無し
貂裘敝盡尚存舌
　
貂裘敝
やぶ
れ尽くすも尚ほ舌存す
且説詩書代耦耕
　
且しばら
く詩書を説いて耦耕に代ふ
　
枕山は十歳で父と死別して後、江戸を離れて尾張の叔父鷲津松
隠に寄寓、十八の時に再び江戸に戻るが、定住することなく、二十歳前後には房総半島や北関東を流浪す 。謳い出しの一聯は其の事を叙する。頸聯は前半で杜甫が晩年蜀の夔州を流浪する苦しい境遇の中で素晴らしい詩句を量産したこと 枕山 自らを擬し、後半では杜牧が「懐ひを遣る」詩で「十年一たび覚む揚州の夢、嬴
あま
し得たり青楼薄倖の名」と詠じたように、酒色をほしいま
まに放蕩することはせず 、それは夢 中だけのことであ とするものだろう。頷聯は前半で温庭筠の五律「商山早行」
（ 『三体詩』 ）
の中の「人迹板橋の霜」という句を使って、寒中の旅況を叙するものである。尾聯は中国戦国時代の蘇秦、字 季子が「黒貂裘弊れ、黄金百斤尽き、資用乏絶し、秦を去りて」帰ったという故事（ 『戦国策』秦策一）
を使い、衣装にも事欠く、枕山の貧窮ぶりを叙
し、 『詩經』と『書經』とを約めた「詩書」なる語を以て聖経の書を講義するために舌を動かすことが幸いに出来るので、経史の講義で食いつないでいるというこ 詠じる。 「詩書」は、詩に関する書物、 詩学書、 詩集などと誤解されることの多い語である。加えて枕山の場合 どうしても詩人 しての側面が着目されがちで、本人にも 「惟だ 癖の同じき有るのみ、家声誓つて墜とさず」（ 『房山集』 、 『枕山詩鈔』上巻所収「先考竹渓先生の墓を展ず（謹んで短句を賦す。情は辞に見は ）
。追感に堪へず。此を賦して志を述ぶ」 ）
という句すらあって、經史子集の中でも抜きんでて詩学に賭け情熱が若き日には傑出していた。しかし がら、 「詩書」なる語は『詩經』と『書經』とを以て四 五経を代表させたものであって、詩学を大成させるためには経史子 学にも通暁 い くてはならないとの認識は当然枕山 備わっていたであろう。 『礼記』曲礼上や 春秋左氏伝』僖公二十七年に見える語である 後者には「詩書は義の府なり。礼楽 徳の則なり」とあ 。国会図書館所蔵の寺門静軒著『新潟富史』の 書き入れには「余童齢の時、昌平黌に於いて四書小学五経を善く読むの賞を受け、銀餅を賜る」と見える
（太平文庫主人「新潟富史の枕山評」 、 『太平詩文』第
二十九号・二〇〇四・六）
。当然少年の放浪詩人枕山は旅先で四書
五経を講ずることが出来たわけである。 その意味でここ 「詩書は枕山の別の詩句「経は是れ炊ぐに堪へ史は酌むに堪ふ、史 酌み経に炊ぎて朝復
ま
た朝」
（ 「歳晩書懐。倣誠斎」 、 『房山集』 、 『枕山詩鈔』
上巻所収）
における「經史」 、 「不才箕裘を継ぐも、兀兀として陳
編を攻
おさ
む。舌耕得る所少く、嚢底幾銭を餘せる」
（ 「十二月二十四日。
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先考十三周忌辰。恭述鄙懐」 、 『枕山詩鈔』巻上）
における「陳編」と
同義と解せる。しかしながら、 「詩書」には別の用法もあって、例えば枕山の弟子となる植村蘆洲が自己と同門の関雪江とを対比して詠じた詩句には「雪江及び蘆洲 文字宿因を証す。詩書業異にすと雖も、能く共に日新を責む」とある
（ 『蘆洲詩鈔』 「同前席
上謝主人」 ）
。これは『宋書』謝霊運伝に「詩書、霊運皆兼ねて独
絶たり」とあるのが格好の用例である。また中唐の白居易の「醉後狂言。蕭殷二協紳に酬贈す」という詩に「労
わざ
わざ詩書を以て我
に投贈す、此の如き小惠何ぞ論ずるに足らん」とあるのは、書簡とそれに書きつけた詩歌を意味しよう。枕山の場合、 「詩書」を漢籍を指す語の泛称として使用していると思しい。房総半島や北関東の豪農の知的水準は高低さまざまであり、相手に応じてさまざまな内容の漢籍を講じ 、 文の添削や指導 揮毫を行ったということを「舌」もて「詩書を説く 述べ も するのが穏当な所であろう。二十歳前後の枕山の放浪詩人として 姿が髣髴とする詩をもう一首読んでみよう。　「安樂寺寓居遣懐二首」其の二である。
淪落情知是宿縁
　
淪落の情は知んぬ
  是れ宿縁なると
招提聊且送殘年
　
招しょう
提だい
  聊いささ
か且
しばら
く残年を送る
賣文為活幾曽飽
　
文を売りて活を為す
  幾な
んぞ曽つて飽かん
以命乞書如許顛
　
命を以て書を乞ふ
  許かく
の如く顛す
石罅細流幽澗響
　
石罅細流
  幽澗に響き
篆畦微火雨窗烟
　
篆畦の微火
  雨窓の烟り
閑來假寐消除悶
　
閑来
  假寐して悶えを消除す
也是蒲團夜坐禪
　
也ま
た是れ蒲団夜の坐禅ならん
　
旅宿の境涯にある枕山が寺の一室に居候して年末を迎える悲哀
を詠じた一首。舌耕と売文とで旅回りをしている限り、口腹の欲が満たされることがない 第三句に詠じられている。第七句の「悶」とは第一句の「淪落」に結びつくもので、衣食住の不自由さを指すものであろう。　
二十歳前後の枕山はかく舌耕売文を業として、房総半島や北関
東を旅してまわっていたのである 、 「百計安きを求むるも未だ安きを得ず」という句に示されているように、いつの日か安住の地を得ることを念願しての放浪生活であった。それが果たされるのは凡そ十年の後、下谷御徒町三枚橋南畔に定住する嘉永二年（一八四九）
のことであった。二、江湖詩社と枕山─枕山の詩論─
　
如亭は枕山生誕の翌文政二年
（一八一九）
に没しているから、
二人の間に接点はない。同じ江湖詩社を代表 る詩人でも、大窪詩仏と菊池五山とは比較的長寿に恵まれたので、枕山には接点があった。詩仏について 「詩仏翁を輓す」
（ 『枕山詩鈔』巻之上）
と
いう追悼詩にそ ことが徴せるし、十代の枕山 引き立 た先輩漢詩人数ある中でも菊池五山 枕山が公的な文書でも披瀝 た紛れもない第一の師匠 あった。内田賢治氏の労作『大沼枕山逸事集成』
（太平文庫七六、二〇一四、五一頁）
には『明細』第五巻・第
五中学区の記事を紹介して、枕山自身 その学歴を「天保七年丙申二月ヨリ嘉永二年己酉三月迄都合十三年ノ間元高松縣儒者菊池
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左太夫え從學修業」と東京府に申請していたことを記している。ここにいう菊池左太夫は他ならぬ菊池五山である。　
何かの事情があって正式な師弟関係ではないとされる梁川星巌
（内田氏前著四一、一四二頁）
であるが、枕山が一時星巌宅に寄寓し
ていた事実もあり、五山に優るとも劣らぬ庇護を与え 時期があることは紛れもな 。星巌が如亭に兄事していて、その詩風転換後の唐詩推重論を継承していたことは紛れもないことであるから
（揖斐高氏 『遊人の抒情
　
柏木如亭』 岩波書店、二〇〇〇、第五章 「詩
法転換」 ）
、大沼枕山は師承関係において、菊池五山、大窪詩仏の
みならず、柏木如亭をも加えた江戸の詩壇を一時期宋詩風で席捲した江湖詩社を代表する詩人三人との因縁なしとしなかった。　
詩人として名を馳せた枕山であるが、文章も闊達にして流暢な
もので、詩学の根底に経史の学が横たわっていることが察せられる。しかし 処女詩集『房山集』には、諸家の題詩や序跋 載るけれども、枕山本人は一言も述べない。自選詩集『枕山詩鈔』に至っては、成嶋柳北等 序文を載せる計画はあっ にしても、結局は自身の「千古寸心」の書影を掲げるにとどまった。枕山は終生旅を愛したが、その放浪の頻度を下げて、下谷に定住した三十二歳以降、幕末維新期 詩人が詩集を上梓する度に、求められるままに詩壇の盟主として題言、題 を寄せるようになった。そうなって漸くその闊達流暢な漢文についてその 論 窺えるようになったのである。 「嘉永安政以降およそ 家 集にして上木せらるゝもの枕山の題 を載せないものは殆稀であると云つてもよい」というのは永井荷風の発言である
（ 「下谷のはなし」三十一、一
九二四）
が、ここの「題詩」を「題詩と序跋」に訂すれば、いま
も有効な指摘と言える。　
当然、枕山の言説の中には自らを江湖詩社の後継者と任ずるも
のが目につく。明治五年に忍藩の儒者であった詩友の寺崎正憲の詩集『梅坡詩鈔』
（引用は国立国会図書館蔵本に拠る）
が刊行された
時に、枕山は「題言」として七 絶句三首を寄せて巻頭に冠せしめている。
後生相継各争工
　
後生相継いで各おの工みなるを争ふ
天保詩人今已空
　
天保の詩人
  今已に空
むな
し
我與斯人必一社
　
我と斯の人とは必ず一社ならん
當年猶及識窪翁
　
当年
  猶ほ窪翁を識るに及ぶ
窪翁池叟丈人行
　
窪翁池叟
  丈人行
門弟誰能得擅場
　
門弟誰か能く場を擅
ほしい
ままにするを得ん
子壽晴潭稱敵手
　
子寿
  晴潭
  敵手と称す
可堪我在彼先亡
　
堪ふ可けんや
  我在るも彼先に亡するを
東京西洛變無窮
　
東京西洛
  変窮まり無し
詩法如今亦混同
　
詩法如今亦た混同す
何處江湖存正派
　
何いづ
れの処にか
  江湖
  正派を存する
鴛城有個寺崎翁
　
鴛城に個の寺崎翁有り
　
内容は一首で詠じ切るというよりは、三首を連続で「題言」と
しての機能を果たしている。一首目は天保期から活躍を始めた漢詩人たちも明治に入って漸く寥寥として来ていて、江湖詩社の大
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窪詩仏を見知っているのは、著者の梅坡と枕山とぐらいになってしまったと詠じる。　
二首目は起句で大窪詩仏と菊池五山とは大先達であると詠じて
いる。因みにここの「丈人行」を永井荷風は枕山の評伝たる『下谷叢話』において「使人行」と釈している。岩波文庫『下谷叢話』には漢詩文の訓読が施されてい が、荷風 釈文を踏襲した上で、 「窪翁池叟人をし 行かしむ」と訓んでいる。確かに「丈」字の草書は「使」 それに似るが、これでは何のことか分 らない。ここでは盛唐、杜甫の「衡州送李大夫七丈勉赴廣州」という詩にも「王孫
　
丈人行、老に垂んとして飄零を見る」と用例が
あって、先輩や先達への敬称たる「丈人 」とすべきであろう。承句では五山や詩仏の門弟 中では誰が詩壇を賑わした あろうと問いかけ、転句で「子寿」＝枕山の字と 晴潭」＝船橋晴潭のこと、が好敵手として活躍したと挙げてい 。ここに梅坡の名挙がらないのが、梅坡の詩人と ての力量へ 隠微な諷刺 なっている。結句は晴潭の早逝を嘆くも 。　
第三首は江戸と京都との漢詩壇の動向を叙して、その流行する
詩風、詩論の一定せずに変転し続ける を前半で喝破し、後半に漸く枕山、晴潭に並ぶ江湖詩社の詩風を継承する詩人として寺崎梅坡の名前を挙げ のである。 「鴛城」は忍藩 雅称 ある。　
この連作を見るだけでも、枕山は自らを大窪詩仏、菊池五山と
いった江湖詩社の詩人の門弟 して、天保期にそれなりの活躍をして、その詩脈を継承した者であるこ をはっきり自覚していことが歴然とするであろう。
　
直接の師匠筋に当たり、菊池五山などは『房山集』
（天保九年刊）
や『枕山詠物詩』
（嘉永二年）
に心の籠った序を寄せているので、
枕山は江湖詩社について論評めいた発言をすることを控えていたようである。それでも明治期に入って、漸く漢詩壇の最高峰となると、批判めいた発言が散見されるようになる。明治五年刊行の『湫邨詩鈔』
（国立国会図書館蔵本）
の「序」にはつぎのような一節
がある。
吾朝享元以来、模擬飣餖之風、盛行於世。而詩之奇者、廃矣。明和天明之際、釋六如首唱宋詩。其詩頗奇矣 継之而起爲頼杏坪。於近世 則奇之奇者。當此之時、亦有奇者、止於七言絶句而已矣。吾が朝、享元以来、模擬飣餖の風、盛んに世に行はる。而れども詩の奇なる者は、廃れたり矣。明和天明の際、釈六如、宋詩を首唱し、其の詩頗る奇なり矣。之を継いで起つ者を頼杏坪と爲す。近世に於いては、則はち奇の奇なる者なり。此の時に当りて、亦た奇なる者有るも、七言絶句に止まるのみ矣。
　
享保元文の古文辞学派の擬古主義の詩風によって、 「奇」なる
詩は「廃」れたとする。ここで「奇」は貶価の意では用いられていないので、枕山は擬唐詩の詩風には批判的であったことが分かる。従って、宋詩をはじめて唱導した六如ややはり宋詩を重んじた頼杏坪の を 奇」であると讃える。ところが次にはこれといっ 名前を挙げずに 頼杏坪 ほぼ同時期 現れた詩人を 「奇」ではあるが、作った詩が「七言絶句」ばかりであったとするので
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ある。頼杏坪は宝暦六年
（一七五六）
に生まれ天保五年
（一八三四）
に没した人だから、菊池五山
（一七六九～一八四九）
や柏木如亭
（一
七六三～一八一九）
、大窪詩仏
（一七六 ～一八三七）
とほぼ同時期
に活躍していた人である。枕山が「此の時に当りて」として想定するのは、天明期から活躍した市河寛斎を盟主とする江湖詩社の詩人を指すことは間違いない。 江湖詩社の詩人が 『宋三大家絶句』（一八〇三）
、 『三家妙絶』
（一八〇七）
、 『宋三大家絶句箋解』
（一八一
二）
、 『広三家絶句』
（一八一二）
、 『宋詩清絶』
（一八一一）
といった
ような南宋の陸游、范成大、楊誠斎や他の宋人の詩 絶句のみを選んで編集したアンソロジーを陸続として出版したことは周知事実であるし、詩仏、五山、如亭の詩は、五山の別集は刊行されなかったこともあり、個々の詩集より 『今四家絶句』
（一八一五）
や多くの詩人の作を紹介する必要上どう も詩型が に偏向しがちであった『五山堂詩話』によって普及 たこ を指して枕山は「七言絶句に止ま のみ」と批判したのである。枕山が江湖詩社の流れを汲む者として、その限界を自覚し、それを凌駕しようとして自己の漢詩人としての地位を築いて行くこと つ ては別稿で改め 述べる。　
枕山の高足、植村蘆洲の第二詩集『蘆洲詩鈔二編』
（国立国会図
書館蔵本に拠る）
巻頭に冠した明治十七年執筆の「蘆洲詩鈔二編
序」になると枕山の江湖詩社批判は更に露骨になる。
我東都之詩風。自從江湖社盛行。而餘弊爲軽浮矣。其間一二之先輩。雖唱唐 、而非其眞。故不能救其 也。余曽患之。我東都の詩風、江湖社自
よ従り盛行す。而れども餘弊は軽浮と
為る矣。其の間一、二の先輩、唐風を唱ふと雖も、而れども其の眞に非ず。故に其の弊を救ふ能はざるなり。余曽つて之を患ふ。
　
ここでも個別に名指しはしないけれども、 「江湖社」の餘弊は
「輕浮」であると断じている。 「一、二の先輩」と言っている点にその流れを自らが汲むという自覚と師匠筋を名指しして批判せぬ美徳が仄見える。　
枕山のいう「一、二の先輩」に該当するのが、如亭、五山とい
うこととなる。しかし彼 の唐詩鼓吹も本寸法のものではなかったとする。　
五山の唐詩推重は、 『五山堂詩話』
（架蔵本に拠る）
巻一の「作
偽唐詩者、刻鵠類鶩。其言、雖笨猶且不失君子體統。宋詩、失眞、則畫虎類狗。其言、庸俗淺陋、與誹歌諺謡又何擇
（偽唐詩を作る者
は、鵠を刻みて鶩に類 。其の言、笨と雖も猶ほ つ君子の体統を失せず。宋詩、真を失すれば、則ち虎を画きて狗に類す。其の言、庸俗淺陋にして誹歌諺謡と又た何をか択ばん）
」といった一節に徴しうる。古文辞派
が事とした偽唐詩は白鳥があひるに転じたような のだが、偽宋詩となる 虎が犬に化けたというのだから、宋詩風を鼓吹しながらも五山は宋詩を作詩の典範とすることの難しさを十分自覚していたわけである。　
如亭の唐詩推重は、葛西因是に感化される所が大きかったとさ
れる
（前引揖斐氏の論）
。ここでは因是の所論に耳を傾けておこう。
文化三年に草された「如亭山人詩藁初集序」
（以下如亭の著作に関
する引用はすべて揖斐高編『柏木如亭集
　
覆・載』 、太平書屋、一九七九
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の複製本に拠る）
の一節である。
余好讀唐詩。識其所以佳、無以易之。嘗試擧其説、告人。人皆不以爲然。獨如亭山人 爲然、毅然變其詩法、洗鄙俚、爲正音、捨野狐禪、入大乗禪。余好んで唐詩を読む。其の佳なる所以を識りて、以て之を易ふる無し。嘗つて試みに其の説を挙げて 人に告ぐ 人皆以て然らずと爲す。独り如亭山人 み以て然りと為し、毅然として其の詩法を変じ 鄙俚を洗ひて、正音を為し、野狐禅を捨てて、大乗禅に入る。
　
右の一節に加えて『如亭山人遺稿』の末尾に付載されている如
亭の梁川星巌宛て尺牘「與梁伯兎」を読み、また因是が館柳湾の編纂した中晩唐詩の選集に冠した数種の序文や右の「初集序」の別稿たる「柏山人集序」
（国立国会図書館所蔵『因是文稿』所収）
に
ついて、その唐詩推重論と比較対照すれば、如亭 唐詩推重は因是のそれを踏襲するもので、これがまた梁川星巌 唐詩尊重 態度につながっていくことが確認される。　「與梁伯兎」が「聞くならく足下
（＝梁川星巌）
益々唐詩を読む
と。老夫
（＝如亭）
喜んで寝ねず
（原漢文）
」と語り出されて、晩
唐の高蟾の「對春風」と題す 七言絶句の緊密な構成を分析する内容であることを知れば、晩年の如亭が星巌に因是由来の唐詩推重論を継承してほしいと強く念じ た 自ずと合点される。徂徠学派 唐詩尊重が初盛唐詩に偏向 ていた に反して、如亭から星巌に継承されたのは中晩 にも範囲を広げ ものであり、前半生で宋詩を重んじていた如亭にとってはそ ほうがすん
なり受け入れられたことと理解される。享和元年に部分的に洒脱な江戸語訳を出版した『唐宋聯珠詩格』は如亭にとってまさしく自家薬籠中の書であったが、その書は宋詩と唐詩との七言絶句の選集であり、唐詩については杜甫等 盛唐詩人から李商隠等の晩唐詩人ま 広く取材したものであった。くだんの高蟾の詩は『唐宋聯珠 格』の巻五に収載されるものであった。　
枕山が 「其間一二之先輩。雖唱唐風、非其眞。故不能救其弊也」
と述べて念頭にのぼせた「一、二の先輩」に五山、如亭が含まれていたであろうことはほぼ確実であるが、梁川星巌までもが「非其眞。故不能救其弊也」と評される存在であったか否かは微妙である。いずれにしろ、枕山は明治期に入ると自らをその門下 目した江湖詩社の限界についても広言するようになってい 。枕は五山の薫陶よろしきを得て、若き日から陸游、楊萬里を中心とする南宋詩に傾倒していた。別稿で述べるが、 湖詩社 詩人がさほど重視 なかった北宋の蘇軾の作風 も深く学ん い 。加えて杜甫を頂点とする唐 をも若き日から典範 していた。　
その間の事情も前に引用した「蘆洲詩鈔二編序」の 節に続け
て次のように述べている。
偶得晩宋之語。語曰、以少陵爲工。以山谷后山爲左右。作詩之良法也。余謂、夫如此 則放翁自在其下。若遡淮南之流、而過江西派、竟達少陵。是補宋人之語者也。詩法於是能事畢矣。偶たま晩宋の語を たり。 語に曰く、 を以て工みと為し、山谷・后山を以て左右と爲すは、作詩の良法なり。余謂らく、
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夫れ此の如くんば、則ち放翁自から其の下に在り。若し淮南の流れに遡りて、江西派を過ぎれば、竟
つゐ
に少陵に達す。是れ
宋人 語を補ふ者なり。詩法是
ここ
に於いて能事畢
おは
れり矣。
　
右に枕山のいう「晩宋の語」というのは、内田賢治氏
（前掲書
八七頁）
に拠れば、宋末元初に活躍した方回の『瀛奎律髄』巻二
十六「變體類」所収陳簡斎「清明」評語のことであるという。すべては杜甫に発することを追認しながらも、自らが若き日から傾倒する陸游を加えることを忘れない枕山の発言に偽りはない。実作についての論証は別の機会に委ねるが、次に掲げるような最晩年に明確に打ち出される唐詩尊重の詩論は実は枕山二十歳前後の詩から既に指摘できるのであ 。没年 明治二十四年
（一八九一）
の年記を有する『金銅詠物詩鈔』 「序」 晩年の枕山の言動を伝える周知の信夫恕軒の「大沼枕山伝」
（ 『恕軒遺稿』巻上）
とである。
余之於詩也、不分諸體。又不論唐宋。只要其功其穏耳。是故受教者、不取法於一代、各從性之所近、而得其功其穏也。余之最少年、用力於唐宋五古。弱冠左右、好作詠物七律、殆及二百首。余の詩に於けるや 諸体を分たず。又た唐宋を論ぜず。只だ其の功ありて其の穏かなるを要するのみ。是の故に教へを受くる者、法を一代に取らず、各おの性の近き所に従ひて、其功ありて其の穏やかなるを得るなり。余の最も少き年、力を唐宋五古に用ゐる。弱冠左右にして、好んで詠物の七律を作りて、殆んど二百首に及ぶ。
嘗著詩話曰、吾少壮、勉讀歴代名家詩集。唐固佳。宋又佳。元明愈佳。至清詩益新奇可喜。近復讀全唐詩 其曰新、曰奇者、皆唐人所既言、特見剽竊剿襲之巧而已。嘗つて詩話を はして曰く、吾少壮にして、勉めて歴代名家の詩集を読む。唐は固
もと
より佳なり。宋又た佳なり。元明愈い
よ佳なり。清詩に至りて益ます新奇喜ぶ し ごろ復た全唐詩を読む。其の新と曰ひ、奇と ふ者は 皆唐人の既に言ふ所にして、特に剽竊剿襲の巧を見るのみ。
　「最年少」の時に「唐宋五古」に「最も力を用ゐ」た成果を代表するのが、 『枕山詩鈔』上巻所収、天保丁酉八年二十歳の時の詠に係る 「展
　
先考竹溪先生墓。不堪追感。賦此述志」 であるが、
三十八句にも及ぶ長編たるこの詩についての分析は別稿に委ねる。ただ、この詩 末の「家聲誓不墜
（家声誓つて墜さじ）
」は杜
甫の「送重表侄王砅評事使南海」の「家聲肯墜地、利器當秋毫」の修辞に学び、ほぼ同時期の「歳晩書懐。倣誠斎」という七古の末句「未應餓死轉溝壑
（未だ応に餓死して溝壑に転ばざるべし）
」も
また杜甫の「醉時歌」の中の一句「焉知餓死塡溝壑」と南宋 楊誠斎の「類詩見戯所、集杜句跋杜 。丁監試謝昌国察院 、同じく楊誠斎 憫旱」の「更哦子美酔時歌、焉知餓死溝壑塡」に由来することのみを申し添えておく。　
枕山が如亭について言及した文辞はさほど多くはない。長谷川
昆溪編『名家詩録』
（嘉永元年刊）
の序文に「近代収四方詩、裒以
爲巻者、不下數十種。其最著于世者、毛聖民采風集、柏如亭海内才子詩二集耳
（近代四方の詩を収めて、裒めて以て巻と為す者、数十種
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を下らず。其の最も世に著はるる者は、毛聖民の采風集、柏如亭の海内才子詩二集のみ）
」
（この語、慶応義塾大学附属研究所斯道文庫所蔵『枕山随
筆』丙午稿「書感」詩 上層書き入れにも見える）
という、その編著
を讃える言がひとつ。また枕山没後 養子の鶴林が編纂した『枕山先生遺書
　
詩學明辧』
（明治二十九年刊、早稲田大学中央図書館蔵本）
「詩訣」 の項に 『詩本草』 所引 「吉原詞二十首」 第十二首の結句 「明月橋頭擣紙聲」についての批評の言「柏如亭ノ明月橋頭擣紙聲ノ作。人ノ誦スル久シ。然レドモ此詩 佳ハ則チ佳ナリト雖モ。但ダ明月ノ二字。橋名ニ近キノ嫌ヒアルヲ奈何セン。余ヲ以テ之ヲ觀ルニ。 白 改ムルニ若カズト」がひとつ。これまた明治期の発言に係ると思われるが、枕山 同じく星巌に師事して高い評価を得ていた岡本黄石の『黄石斎集
　
第五集』
（架蔵本に
拠る）
巻三の「信州」と題する詩の割註には「枕山曰」として「如
亭翁久滯信中雖有佳律只拘扵一邊而不得信之全景全景盖待黄石翁乎
（如亭翁、久しく信中に滞る。佳律有りと雖も只だ一辺に拘はりて、信
の全景を得ず。全景は盖し黄石翁を待つか）
」という評語が見える。
また太平文庫主人が報告された
（ 「新潟富史の大沼枕山評」 、 『太平詩
文』第二十九号、二〇〇四）
、国立国会図書館鶚軒文庫所蔵の寺門静
軒著『新潟富史』の枕山の自筆書き入れに、 「辛巳
（明治十四年）
の夏、余の老友春濤森翁、新潟に遊ぶ。余一律を作つて以て之を送る。偶々如亭翁の韻に依る
（中略）
自ら謂へらく、多くは如翁
の詩に譲らざるなり、と
（原漢文）
」として、新潟に向かう森春濤
の送別吟 如亭の詩韻を用いたと述べる一事がある。それくらいであろうか。しかしながら、後の三者は少しく批判的距離 備え
てはいるが、江湖詩社の先輩柏木如亭の詩をば枕山が日頃から熟読玩味し、恐らくは暗誦し、その修辞の可否について常に考えていた証左となるものである。　
実は枕山には如亭を詠じた漢詩が一首あるのである。それは慶
応義塾大学附属研究所斯道文庫に所蔵される『枕山随筆』の「甲辰
　
下」とある部分に枕山自筆で記載されるものである。 「甲辰」
とは弘化元年
（一八四四）
のことであり、この年枕山は二十七歳。
知己梅癡上人の好誼によっ 、三年前から芝増上寺の学寮に寄寓していた最後の年に当たる。依然として居所の定まらぬ放浪詩人としての境遇に甘んじてい のであり、それがゆえに終生放浪漂泊をやめなかった柏木如亭に満腔 同情を寄せた詩であると思われる。 「題如亭山人畫」とあるから、如亭が四十代以降に着手た山水画に題 たものである。ここにそ 題詩を掲げ こ 枕山の題画詩のしたためられ 如亭の山水画の所在につ て、博雅の示教を乞うも である。
道人埋骨欠青山
　
道人
  骨を埋むるに青山を欠く
流落天涯竟不還
　
天涯に流落して竟
つゐ
に還らず
可惜凌雲一枝筆
　
惜しむ可し
  凌雲
  一枝の筆
爲他辛苦寫孱顔
　
他か
の辛苦を為
な
して
  孱せん
顔がん
を写す
　
起句の「青山」は墳墓の地＝故郷を意味する。深緑で覆われた
夏山を指すこともあるがここでは故郷喪失の如亭を喝破する。「埋骨」との取り合わせは、北宋、蘇軾「予以事係御史臺獄。獄吏稍見侵。自度不能堪、死獄中、不得一別子由。故作二詩、授獄卒梁成、以遺子由二首」其の二の「是の処青山骨を埋む可し、他
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時夜雨独
ひと
り神を傷
いた
ましむ」に由来し、普及した。承句は故郷江戸
から離れた土地をさまよい、結局京都の廃寺で客死した如亭の一生を叙するもの。転結句はこの詩を題した山水画を詩同様にそれが如亭苦心の賜物であることを詠じる。 「凌雲」は古く六朝から詩歌の用例が検索出来る語だが、 『漢書』司馬相如伝の「飄々として凌雲の気有り、天地 間に游ぶの意に似たり」という句 背景に超然として世外に逸脱す 気骨を示す語。漂泊詩人如亭の心懐を形容するのにぴったりの語である。結句「孱顔」は如亭 描いた山峰が高く険しいさま。一見何 変哲もない うな如亭追懐の題画詩に見えても、枕山は少なくと 版本で見られる如亭のをすべて見返すか、あ いは記憶にあるものを反芻しつつ、愛用の詩語を組み合わせ 右 七絶 作ってい ことが指摘できる。七言絶句に対してもかかる情熱をふりそそいだことが、枕山をして幕末江戸詩壇の第一人者に押し上げる要因をなしてい 。枕山の二十代の詩は他を ても ような構成方法 採 る（拙稿「近世後期詩壇と南宋詩」 、 『アジア遊学』二〇一五・二）
。
　
如亭は自作の詩の中でしばしば夜を徹して詩を苦吟する自画像
を詠じるが、ここでは画もまた苦心経営の作に係 も であったこと 枕山は詠じる ある。明治期になって らの批判的な言辞とは事変わり、二十七歳の枕山の如亭 るまなざしは敬愛の情に溢れている。師匠の五山、詩仏と並称され 如亭の詩とそ人物に対して自らも一所不住であった枕山は好意的である。　
詩画に長じた故郷喪失の放浪詩人としての如亭の姿は右の絶句
に髣髴とするが、枕山の工夫は如亭を詠じたこ を如亭愛用
詩語を組み合わせることで構成しようとしていたことにある。起句「埋骨」は、 『如亭山人集藁
　
初集』 「書懐」の「知らず身後長
く骨を埋むるを、
何いづ
れの
処ところ
の山阿又海隅」という一聯と同集の
「新潟」の「
道い
ふこと莫れ三年一咲に留まると、此の間何ぞ恨み
ん
　
骨長く埋むるを」という一聯に見える。 「青山」は、 『如亭山
人遺稿』 「夏日幽居五首」其の三の「一桁の青山斜日の外、征夷府遠く東
とう
瀛ゑい
を望む」 という一聯に、 「欠」 は同上 「髙卓公新築小室」
に「暁窻只だ欠く数声の
猨さる
」 、同上「寄知理校書」に「
但た
だ欠く
意中の人」という句に見える。承句「流落」は『如亭山人遺稿』「三日飲四日市海樓」の「我海国に生まれて海味に甘んず、一醉須ゐず流落を歎ずるを」という一聯に、 「天涯」は、 『如亭山人遺稿』 「遠行」の「東生西活
何いづ
れの日にか休せん、
復ま
た天涯に
向を
い
て影と双
なら
ぶ」という一聯や同「吉備雜題十四首」其の一「芳草萋
萋年又加はる、遊踪更 遠く天涯に在り」という一聯に見える。転句「一枝筆」は 『如亭山人遺稿』 「題畫十二首」其の十の「如かず一枝の筆の、 自己を画き来りて看る 」 という一聯に見える。結句、 「辛苦」は『如亭山人藁
　
初集』 「除夜」の「嚢中句満ちて
又た新春 追ひ得たり唐賢の舊苦辛」という一聯 押韻平仄 関係で顛倒して見え、 「孱顔」は同上連作 其の十二の「連朝風雨悪だし、戸を閉して孱顔を画く という一聯 それぞれ見える。次節ではこれら枕山が暗誦していたとおぼしい如亭の詠草 中心に、漂泊詩人柏木如亭の真面目を瞥見する。
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三、漂泊詩人柏木如亭
　「如亭山人の画に題す」という枕山の七絶の承句は「天涯に流落して竟に還らず」というものであった。虚字を含んだ下三字
「竟不還」については、強いて如亭の詩語に結び付けずともよいのであるが、如亭が愛用した語に「不歸人」というのがあり、枕山の脳裏にはこの語が印象されて たのではないかと思う。
飄零嚢罄不歸人
　
飄零
  嚢のう
は罄
つ
く
　
不帰の人
村僻年年寄此身
　
村僻
  年々此の身を寄す
 
（ 『如亭山人藁
　
初集』 「丙辰歳莫」 ）
客裏光陰容易過
　
客裏の光陰
  容易に過ぐ
山長水遠不歸人
　
山は長く水は遠し
  不帰の人
 
（同右「丁巳正月二十日作」 ）
　「不歸人」という語は六朝周の
庾ゆ
信しん
の「和王少保遙傷周處士」
という詩に「生死を異にすと言ふと雖も、同
とも
に是れ不帰の人」と
いうのを最古の用例とする語だが、如亭が宋詩から唐詩に転じてまず目を向けた中晩唐の張籍や鄭谷にも用例 ある。財布も底を尽き、最果ての地を「飄零」すれば、人は故郷 ぬくもりを欲するはずだが、如亭は毅然として「不帰の人」たり続ける。
芳草萋萋年又加
　
芳草萋萋
  年又た加はる
遊踪更遠在天涯
　
遊踪更に遠く天涯に在り
逢人只説無歸意
　
人に逢へば只だ説く帰意無しと
一夢仍能暫到家
　
一夢仍ほ能く暫く家に到る
 
（ 『如亭山人遺稿』 「吉備雜題十四首」其の一）
　
故郷から遠く離れた最果ての地にあって、普通ならば望郷の念
を募らすはずだと旅先で人に尋ねられてもひたすら江戸には帰るつもりはない、しばしの夢の中で帰れるのだからそれでいいと答えるというのである。 このかたくななと言っ いい 「不帰の人」の姿勢持続はいったい何に起因するのか。枕山の二十代の放浪は既に見たように、 「百計安きを求」める身過ぎ世過ぎの為の放浪であった。如亭もまた詩画を旅先で鬻ぎ、詩文を添削、講義して旅を回ったが、枕山が而立 年 過ぎて下谷に居を構えるとその放浪癖は単なる旅好きといった程度に収束するのとは事変わり、俗眼もて見れば悲壮感を纏って頑なに「不帰の人 たり続けたのである。その原因について京都の廃寺を訪ねて如亭 居所 「行李蕭然」たる様に瞠目し 頼山陽は「如亭山人遺稿序」
（ 『如亭山
人遺稿』 ）
の中で慨嘆を籠めて次のように述べている。
鳴呼、使山人少折節飾行、則安座軟輿、美衣食、好妻妾、其所嗜無不可致。何必至蹩躄霜雪、賣文爲活 窮死客土哉。雖然是其所以爲山人也。夫河翁諸人皆據上游、交通王矦、聲蕐意氣足傾一時。而 以一落魄羈人 與之齊名。亦可以見其才氣矣。鳴呼、山人をして少しく節を折りて行ひを飾らしめば 則ち安座軟輿 美衣食、好妻妾 其の嗜む所、致す可からざるは無し。何ぞ必らずしも霜雪に蹩躄し、文を売り活を為して客土に窮死するに至 んや。然りと雖も是れ其の山人為
た
る所以
なり。夫れ河翁諸人は皆上游に拠 、王矦に交通し 声華意
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気一時を傾くに足る。而れども山人は一の落魄羈人を以て之と名を斉
ひと
しうす。亦た以て其の才気を見る可し矣。
　
同じ江湖詩社でも市河寛斎、大窪詩仏、菊池五山等は大名貴顕
と交際し、その庇護を受けることを辞さなかった。しかるに如亭は権貴との交際、虚栄を峻拒して節を折ることがなかったというのである。
忽憶家江美
　
忽ち家江の美を憶ひ
離群悔遠行
　
離群
  遠行を悔ゆ
即今歸不得
　
即今
  帰るを得ず
帰便有誰争
　
帰れば便ち誰有つてか争はん
 
（ 『如亭山人遺稿』 「題畫」 ）
　「不帰の人」如亭ではあるが、老病倶に身に到って弱気になる折もあった。故郷江戸の隅田川の美を想起し、天涯孤独の旅を悔いる瞬間もあったというのである。しかし今更帰れないのは、帰ればすぐに人と衝突してしまう ろうから。官職を辞した後に何度か一時的 江戸に戻ることがあった如亭であるが、いつも
「江戸に入るも復た居ることを楽まず焉」
（ 「如亭山人遺稿序」 ）
とい
う状態であったのは、かような内面の事情が ったゆえである。　
枕山とて「人は支離に到りて旧識に慙
は
ぢ、酒は沈湎に因
よ
りて前
非を悔ゆ」
（前引「客中雜感」 ）
という一聯を賦し、さらには「久し
く顔面の郷友に向かう無し」
（前引「歳晩書懐四首」其の二）
とも詠
じていた。如亭は多くを語らないが その「行李蕭然」たる「飄零」のさまを嘲り、父祖伝来の大工職という官職を放擲した藝術至上主義的な如亭 立場を理解しえな 常識 顔を併せて徒ら
に「争」を惹起したくないということででもあったのであろう。　
頼山陽は 「如亭山人遺稿序」 の中で、 晩年の廃寺での境遇が 「行
李蕭然」たるものであったと描写しているが、これは恐らく如亭が「旅寓」と題する詩の中で「生を南北に謀
はか
りて疲れを知らず、
行李蕭然到る処 随ふ と詠じているのを念頭に置いての措辞であったであろう。この南宋 陸游や劉克荘に用例が目立つ「行李蕭然」ま は 行李蕭條」という表現を枕山が「客中雜咏四首」其の一
（ 『枕山詩鈔』巻上）
で「雨窗の燈火恨み依依たり、行李蕭
條式微を奈
いか
んせん」と付した時、枕山は自らの放浪の姿を先輩柏
木如亭に重ね合わせていたのであろう。　
はたまた枕山が「安楽寺寓居遣懐二首」
（ 『房山集』 ）
其の二にお
いて「文を売りて活を爲す幾
な
んぞ曽つて飽かんや」と詠じた時、
如亭の「詩を売り字を
鬻ひさ
ぐ冷生涯」
（ 『如亭山人藁
　
初集』 「買菊」 ）
という句が目先にちらつかなかったであろうか。さらに「題畫」（ 『房山集』 ）
で「百計安きを求むるも未だ安きを得ず、東奔西走歳
将に闌
つ
きんとす」とか「客中雜咏四首」其の二で「少小にして家
を辞して遠行を事とし、西征纔
わづ
かにおはれば又た東征」と詠じた
時に、如亭「 」詩の「東生西活何
いづ
れの日にか休せん、復
ま
た天
涯に向
を
いて影と双
なら
ぶ」という表現を念頭に浮かべ、孤独な旅の伴
侶たる自身の影の中に如亭の姿を望見しないはずはない。　「不帰の人」たり続けて「客土に窮死」した如亭であったが、旅の行く先々 架空の故郷を幻想中に築き上げた。それは江戸から「争」に繋が 要素 捨象したものであったであろう。それは
「一夢仍ほ能く暫く家に到る」
（ 『如亭山人遺稿』 「吉備雜題十四首」其
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の一）
なぞと郷里江戸を夢の中だけで帰りたい場所としたので
あった。　
望郷の念を募らせても種々の抵抗や屈託があって帰郷に抵抗を
感じる場合、夢の中だけで帰郷するという発想は既に唐宋の詩文にも見えた。唐 李中の「海上和柴軍使清明書事」と題する詩には 「却つて是れ旅人凄屑甚 し、夜来魂夢家郷に到る」 とあ し、宋の王十朋「和昌齢弟見寄」に「経年の游宦家郷を思ひ、枕間魂夢長く飛揚す」とあ しかしながら、既に言及した次のような詩句を賦した時、枕山の脳裏には如亭 一夢仍ほ能く暫らく家に到る」とか、 「夢裏の関東
　
花の落つる時」
（ 『如亭山人藁
　
初集』
「単身」 ）
とか、 「今日駿州一に咀嚼す、大いに勝れり夜夢家郷に向
ふに」
（ 『如亭山人遺稿』 「駿州道中食松魚」 ）
などといった秀句の数々
が揺曳しないはずはな っ であろう。
旅愁難共雨聲絶
　
旅愁は雨声と共に絶ゆること難く
郷夢只同春色歸
　
郷夢は只だ春色 同
とも
に帰る
 
（ 『枕山詩鈔』上巻「客中雜感」 ）
客游仍海驛
　
客游仍
な
ほ海駅
帰夢忽江城
　
帰夢忽ち江城
 
（ 『枕山詩鈔』上巻「獨夜書懐」 ）
風中世事時時變
　
風中の世事
  時時に変じ
夢裏家山夜夜歸
　
夢裏の家山
  夜夜に帰る
 
（ 『房山集』 「客中雜咏四首」其の一）
　
特に 「郷夢は只だ春色と同に帰る」 という句などは、 如亭の 「海
上春帰れども帰ること未だ得ず、去期幾くたびか別離の為に更た
む」
（ 「初夏偶成」 『如亭山人遺稿』 ）
に夢の要素を添えることで成立
したかに映る。　
如亭にとって故郷江戸から「争」に繋がる要素を取り除くとど
のような理想郷が現出するのか。 「我れ海国に生まれて海味を甘んず」
（ 『如亭山人遺稿』 「三日飲四日市海樓」 ）
、 「荏城は人世の極楽国、
口腹何をか求めて得可からざらん」
（ 『如亭山人藁
　
初集』 「蕎麦歌」 ）
。
日本橋小田原町の魚河岸に全国屈指の質量を備えた 産物が集散する美食の都市とい 江戸の側面が誇張されたものがそ であり、江戸にはいながらにし 集散する近海遠海の産物 旅先 は単品の名産としてあくまでも食通如亭の口腹の欲を満たしたのである。　
人間関係の煩累を取り除いた美食の都市 し の側面のみなら
ば、江戸は如亭が即刻還っ 永住したく る空間たりえた。既に引いた詩句「今日駿州一に咀嚼す、大いに勝れり夜夢家郷に向ふに」
（ 『如亭山人遺稿』 「駿州道中食松魚」 ）
は、駿河の鰹は江戸にも優
るとして逆説的にそれを語るものであ た。漂泊の詩人如亭とっては既に江戸よりも鰹の美味い駿河が故郷な ある。
枵腹無愁客那妨
　
枵腹愁ひ無し
  客那
な
んぞ妨げん
睡餘飽飯即吾郷
　
睡余
  飽飯すれば即ち吾が郷
 
（ 『遺稿』 「吉備雜題十四首」其の六）
人生一世誰非客
　
人一世を生きるに誰か客に非ざらんや
遇着鶏猪便故郷
　
鷄猪に遇着すれば便ち故郷
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（ 『遺稿』 「示立人弟」 ）
　
空腹でも人間関係の煩わしさがない旅宿の境涯は無上のもので
あり、旅を続けることの楽しみは美食との遭遇であり、飽くまで喰って思うままに眠り けられればそれは故郷に居るにも優る極楽国であるというのである。美食の放浪詩人の真骨頂が示されているような詩句である。いうまでもないがこうした旅と美食の楽しみの集成されたものが『詩本草』 いう書物であるが、ここは深入りしない。ただ如亭の美食は江戸に定住していた時期に存分に培われていたもので、それが旅中の望郷 念とメダルの表裏をなして磨きがかけられたもの ったことを、官職致仕以前詩を集めた『木工集』に既に「冬日食河豚」一首があることに確認しうる。詩引の「河豚は冬日雪飛ぶに至りて始めて肥ゆ。江戸人時に以て珍と為し、蘿蔔と雑
まじ
えて、
羹あつもの
と為す。味最も美なり矣」
という文章に食通如亭の面目躍如たるものがある。これ 自註もあるよ に北宋の梅堯臣 歌」を下敷き す ものだから、単にほしいままに口腹の欲を披瀝した作ではなく 詩業であり文学なのである。　
二十代にして放浪生活には終止符を打って、以後は下谷に居を
構えつつ門下の養成という実際面もあっ 旅好きで通した枕山であったが、やはり口腹の徒、江戸人として如亭の美食趣味を継承する嫌いはあった。　
福生市立郷土資料館に蔵される『己亥年枕山遺稿』は、天保十
年
（一八三九）
、二十二歳の枕山の作を集めた自筆詩稿であるが、
そこには「蛤蜊歌」と題する十六句からな 七言古詩がある。房
総半島流浪中に食したはまぐりがかつて名古屋から江戸に戻る東海道で食した名にし負う桑名のはまぐりのうまさが色褪せるほどの天下無双の美味であることを讃える歌行体 古詩であるが、最終四句は次の如くである。
嗜蟹補外古有例
　
蟹を嗜みて外に補せらるるは古より例有り
我願爲郡治此際
　
   我は願ふ
  郡
と
為
り
て
此
の
際
を
治
め
ん
こ
と
を
口腹累人賢所戒
　
口腹の人を累するは賢の戒むる所
安得蚌蛤為邑税
　
安んぞ蚌蛤を邑税と為すを得んや
　
一首は挙げて房総のはまぐり讃美に終始すると思いきや、 「口
腹」の欲が人をだめにするという古聖賢の戒めを想起している。ここに二十二歳の枕山が、藝術 美食のためには故郷を捨て 陋巷で窮死するを厭わない如亭と撰を異にする面目を施してい と同時に、後に明治期になって江湖詩社の詩風を「輕浮」 と斥ける硬骨の一面も示されていよう。しかし、枕山が単 道を説く腐儒たりえなかったことは、美酒美食の為に地方に赴任することを厭わなかった唐人
（宋代の銭崑という人、内田賢治氏「大沼枕山
自筆詩稿『己亥年枕山遺稿』について」 『太平詩文』第四十九号、二〇一一・五）
とは違って、その終生を貫く官僚嫌いを早くも表白して、
「せっかくの美味のはまぐりに税をかけるような野暮の極みの役人になんて金輪際なりたくねえ」として結んでいる所にあるのである。
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四、結語
　
大沼枕山にとって、 柏木如亭は同じ江湖詩社の詩人、 菊池五山、
大窪詩仏に比していっそ疎遠な存在であった。しばしば詩筵に列して師匠と仰いだ五山や旅廻りを巧みに生活の手段とする手本を示した先輩詩人詩仏のほうが、よ 親密な縁があったこ は確かである。しかし両者の間は紛れもなく一筋の糸 繋がれていて、特に下谷に定住する以前 十代後半から二十代にかけて 放浪生活の中では、枕山にとって如亭は確かに憧憬の的であった。絶句「如亭山人の画に題す」の手の込んだ構成はそのことを語って余りある。　
枕山の詩論や論詩詩を瞥見すると、維新前はほとんど江湖詩社
に関して語ることはなかったが、明治期に入ると五山門である自分ははっき と江湖詩社の後継者であると自任し、やがて漢詩の普及に貢献したとは雖もその限界は七言絶句ばかりを作る風を広めたこと あるとし、初めはさすがに師匠筋 当たる でそれと名指しはしなかったが、やがて晩年 なるとあからさま 江湖詩社が「軽浮」の風を広め 批判するに至った。これは何も明治期になってから突如萌した認識で なく、若年期からの持論であったことは江湖詩社 同題材の詩における工夫や七絶に意を凝らすと同時に、詠物詩では七律の詩体に、さらには長編の五古、七古を存分に詠じた姿勢に看取され 。　
つまり枕山にとって如亭は十分に批判的距離を置ける先達で
あったが、自らの安定を求める志向に照らして、終生故郷 帰る
まいとするその純粋徹底した詩に殉じるような姿勢は、殊に枕山二十代の放浪生活を支えるひとつの指標たりえたのである。　
如亭の耽美的な生き方の中で、旅の楽しみとしての、江戸っ子
としての美食癖については一定の距離を置いて枕山も追随する所であったが、如亭 「吉原詞」に代表される方面への傾倒は、吉原、品川、葭町の蔭間茶屋に出入することもなくはなかった枕山ではあるが抑制を利かせた。替うるに以てするのは、飲酒癖である。下戸であった如亭も詩人 通例として飲酒を詩に詠じるがややふ わない。枕山は微醺から豪飲泥酔に至るまであらゆ 酔態を詠じて終生の一大詩材としている。　
如亭には「赤羽移居」 、 「赤羽即事」
（ 『如亭山人藁
  初集』 ）
があり、
後者には「赤羽橋頭好風月」の一句 あり、枕山 もまた「赤羽橋。有懐南郭翁。悵然成咏」
（ 『枕山詩鈔』 ）
があり、その詩は「一
橋風月人の詠じる無し」の句を含む。いずれにもかつて赤羽に居を構えた享保期の大詩人服部南郭追慕の念が通底する。如亭と枕山、相類し相異なる優れたふたつの個性が鍾愛 た唐宋の詩 日本の先輩詩人たちについては更に考察を深めて行き い。（追記）
　
本稿は二〇一四年十一月二十四に日本近世文学会秋季大会で行っ
た研究発表「大沼枕山の出発─清新性霊派批判に実作で応える─」の一部である。会場でご意見を賜った徳田武先生、合山林太郎氏に深謝致します。又佐々木亨氏、伊藤善隆氏からは入稿前に多くの魯魚鳥焉馬の誤りをお示しいただいたことを深謝致します。
